
◆アンケート回答数：80件

Q1．御社における「リスキリング」の定義として当てはまるものがあれば、全て選択してください。（複数選択）

わからない 9

その他 2

従業員が新たな職業に就くため、

新たな分野や職種に必要な知識やスキルを学ぶこ

と 27

IT・デジタル・DX教育により、デジタル人材を育成・獲得すること35

学び直し

（業務に関連する/しないに関わらず、新しい知

識やスキルを学ぶこと） 42

企業が技術革新やビジネスモデル革新に対応する

ため、

従業員のスキルや知識を更新すること 42

従業員が今の職業で必要とされるスキルの大幅な

変化に対応するため、

新しい知識やスキルを学ぶこと 49 その他：定義していない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Q2．御社では従業員のリスキリングに取り組んでいますか？

　

取り組んでいる 38

今後取り組む予定 13

検討中 17

取り組む予定はない 4 → 課題に関する質問（Q10）へ

わからない 8 → 課題に関する質問（Q10）へ

Q3．御社が従業員のリスキリングに取り組む主な目的は何ですか？（複数選択）

わからない 1

その他 2

企業イメージの向上 4

採用競争力の向上・人材の定着 16

新規事業の開発・イノベーションの促進 26

業務効率化・生産性向上 33

新たな技術やビジネスモデルへの対応 35

従業員のモチベーションやエンゲージメントの向上 37

人的資本経営の実践 41

デジタル化・DX化の推進 43

持続的な企業価値向上 44

従業員のキャリア観変化への対応・キャリア自律の支援 46

　

日本CHO協会　「従業員のリスキリング」に関するアンケート　　2024年2月

9

2

27

35

42

42

49

0 10 20 30 40 50 60

わからない

その他

従業員が新たな職業に就くため、

新たな分野や職種に必要な知識やスキルを学ぶこと

IT・デジタル・DX教育により、デジタル人材を育成・獲得すること

学び直し

（業務に関連する/しないに関わらず、新しい知識やスキルを学ぶこと）

企業が技術革新やビジネスモデル革新に対応するため、

従業員のスキルや知識を更新すること

従業員が今の職業で必要とされるスキルの大幅な変化に対応するため、

新しい知識やスキルを学ぶこと

件

その他：定義していない・検討中

取り組んでいる

48%

今後取り組む予定

16%

検討中

21%

取り組む予定はない

5%

わからない

10%

「取り組んでいる」

「今後取り組む予定」「検討中」：68件

Q3以降へ

「取り組む予定ははい」

「わからない」：12件

Q10以降へ
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わからない

その他

企業イメージの向上

採用競争力の向上・人材の定着

新規事業の開発・イノベーションの促進

業務効率化・生産性向上

新たな技術やビジネスモデルへの対応

従業員のモチベーションやエンゲージメントの向上

人的資本経営の実践

デジタル化・DX化の推進

持続的な企業価値向上

従業員のキャリア観変化への対応・キャリア自律の支援

件

その他：シニア活用・検討中
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Q4．御社がリスキリングのために取り組んでいることは、どれですか？（複数選択）

わからない 4

その他 3

リスキリング施策の評価指標や基準の設定 1

リスキリング後の役割・キャリアパスの明示 7

リスキリングに関する会社方針・目的の明確化 12

対象人材の明確化 13

リスキリング推進体制の整備 14

社内人材のスキルの可視化 23

習得すべきスキルの明確化 25

会社としての育成計画や目標の設定 30

従業員のリスキリング環境の整備 33 その他：取組前

キャリア形成支援 40

Q5．御社でのリスキリングの取り組みは、会社主導（従業員のスキル習得を促進）と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　従業員主導（自主的な学びやスキル習得）のどちらに近いでしょうか。

会社主導

（トップダウン） 8

どちらかというと会

社主導

（トップダウン） 24

両方 23

どちらかというと従

業員主導

（ボトムアップ） 8

従業員主導

（ボトムアップ） 4

わからない 1

Q6．御社でのリスキリングの取り組みの対象は？（複数選択）

わからない 2

その他 2

経営幹部層 0

管理職 1

一定のスキルレベルに達していない従業員 5

選抜された従業員 5

特定の部門又は職種 8

ミドル・シニア層 14 その他：全社員の予定だが決定していない

全従業員 48
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わからない
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リスキリング施策の評価指標や基準の設定

リスキリング後の役割・キャリアパスの明示

リスキリングに関する会社方針・目的の明確化

対象人材の明確化

リスキリング推進体制の整備

社内人材のスキルの可視化

習得すべきスキルの明確化

会社としての育成計画や目標の設定

従業員のリスキリング環境の整備

キャリア形成支援

件

その他：取組前・検討中・これから検討
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件

その他：全社員の予定だが、決定していない・これから検討

2 ／ 4



Q7．御社がリスキリングにより習得して欲しいスキル・重視しているスキルはどれでしょうか？（複数選択）

わからない 7

その他 4

リベラルアーツ 3

営業スキル 5

顧客対応スキル 5

法務関連スキル 7

マーケティングスキル 9

業務プロセス設計 10

セキュリティ 10

財務・会計関連スキル 11

語学 12

デザイン思考 13

プロジェクトマネジメントスキル 13

対人・コミュニケーションスキル 15

ロジカルシンキング 15

ビジネス構想力 16

VUCAスキル（VUCA時代に求められるスキル） 16

リーダーシップ 19

課題設定力・解決力 24 その他：監査、内部統制、人事

IT・デジタルリテラシー・AI活用等 49 　　　　決めていない

Q8．御社のリスキリングに関する具体的な施策・プログラムとして実施しているものはどれですか？（複数選択）

わからない 4

その他 3

受講成果や習得スキル・能力の人事評価への反映 4

自部署以外での業務を経験できる社内副業制度 11

企業内大学・社内インターンシップ 12

習得スキル・能力を活用できる場の提供 13

配置転換によるスキルアップ 14

越境体験・異業種交流等、社外との連携 15

副業（複業）・兼業の容認・支援・促進 18

学習プラットフォームの導入 24

社外研修・外部スクールへの派遣 30

キャリア面談・キャリアコンサルティング 31

外部e-Learningプログラム等の活用 32

自己啓発費の補助 34

資格取得支援 40

社内研修・トレーニングの実施（オンライン含む） 46
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デザイン思考

プロジェクトマネジメントスキル

対人・コミュニケーションスキル

ロジカルシンキング

ビジネス構想力

VUCAスキル（VUCA時代に求められるスキル）

リーダーシップ

課題設定力・解決力

IT・デジタルリテラシー・AI活用等

その他：監査、内部統制、人事・PC

決めていない・検討中
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わからない

その他

受講成果や習得スキル・能力の人事評価への反映

自部署以外での業務を経験できる社内副業制度

企業内大学・社内インターンシップ

習得スキル・能力を活用できる場の提供

配置転換によるスキルアップ

越境体験・異業種交流等、社外との連携

副業（複業）・兼業の容認・支援・促進

学習プラットフォームの導入

社外研修・外部スクールへの派遣

キャリア面談・キャリアコンサルティング

外部e-Learningプログラム等の活用

自己啓発費の補助

資格取得支援

社内研修・トレーニングの実施（オンライン含む）

件

その他：実施前・検討中・準備中
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Q9．御社では、従業員の学習意欲向上・継続のためにどのような取り組みをしていますか？（複数選択）

わからない 0

その他 3

何もしていない 3

学習の成果に対する評価・報酬の仕組み・制度化 4

従業員コミュニティの支援 5

学習目標の設定と進捗の追跡 6

習得したスキルや知識を活用できる場の提供 8

従業員のスキルの可視化 17

トップメッセージの発信 22

必要な知識・スキルの明確化 23

マネージャーや上司のサポート 26 その他：特に何もしていない

従業員への啓発活動 42

主体的な学びを支援する学習サービスの提供

（eラーニング、書籍購入補助など） 46

Q10．従業員のリスキリングを推進する上での課題は何ですか？（複数選択）

わからない 5

その他 2

経営トップの理解が得られない 6

スキル習得後のOJTができない 8

適した研修やプログラムがない・わからない 8

会社として必要な施策だと考えられていない 10

習得したスキルや知識を実務に活用できない 13

推進のためのリソース（人・時間・予算・推進体制等）が不足している25

従業員のリスキリングのための時間がない 26

従業員の学習意欲を引き出せない 27

リスキリングの効果が見えにくい 31

学びの継続・習慣化がむずかしい 33

習得すべきスキルが明確になっていない 33

方針・目的が明確になっていない 34 その他：実施前

従業員のスキルの可視化ができていない 42

Q11．リスキリング推進に関するご意見等があれば、ご記入ください（自由記述）

・「リスキリング」「学び直し」「リカレント教育」などの用語の定義とそのエビデンスを教えてもらえると助かります。

　　また、人的資本経営の文脈で申せば、「リベラルアーツ」「DX、デジタルリテラシ―、デザイン思考、顧客経験」などの繋がりを解説頂けると助かります。

　　また、可能でしたら、「人的資本経営」を土台にした、それぞれの位置付けなどがわかると、企業人としては助かると思います。

・「リスキリング」という言葉の解釈をどのように捉えるかだと思います。

　　今回のアンケートでは、世間一般で言われている定義として回答をしましたので「わからない」という回答にしました。 

　　弊社では特別に「リスキリング」という言葉はあげていません。

・リスキリングは重要ですが、今ある知識の学び直しなのか新しい分野への学びをすべきなのか進むべき方向性が難しく感じます。

　　また、それが業務へ直結するかまでは難しいのでモチベーション維持や学習意欲にもつながる部分をどうするかなど
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その他

何もしていない

学習の成果に対する評価・報酬の仕組み・制度化

従業員コミュニティの支援

学習目標の設定と進捗の追跡

習得したスキルや知識を活用できる場の提供

従業員のスキルの可視化

トップメッセージの発信

必要な知識・スキルの明確化

マネージャーや上司のサポート

従業員への啓発活動

主体的な学びを支援する学習サービスの提供

（eラーニング、書籍購入補助など）

件

その他：特になにもしていない・検討中・準備中
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わからない
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経営トップの理解が得られない

スキル習得後のOJTができない

適した研修やプログラムがない・わからない

会社として必要な施策だと考えられていない

習得したスキルや知識を実務に活用できない

推進のためのリソース（人・時間・予算・推進体制等）が不足している

従業員のリスキリングのための時間がない

従業員の学習意欲を引き出せない

リスキリングの効果が見えにくい

学びの継続・習慣化がむずかしい

習得すべきスキルが明確になっていない

方針・目的が明確になっていない

従業員のスキルの可視化ができていない

件

その他：実施前・担当にあらず
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